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↑過去の「共に歩まん」はこちら

人・もの・ことの“つながり”を大事に

共に歩まん
人・もの・ことの“つながり”を大事に

共に歩まん
←過去の「マナビィ通信」は

こちら

再会した仲間と共に、これまでの実践を語り合った「２年次プログレス研修」。場所は違えど、
質の高い授業をしたいという思いでつながっていることを確認する時間となりました。また、そ
れぞれの実践に刺激を受け、基礎形成期の充実に向けた自己課題を明確にする先生方の姿があり
ました。

いずれの研修でも、仲間の肯定的な評価や助言により、自らの本年度の取組を振り返り、これから
の実践につなげていこうとする、前向きな先生方の姿が見られました。中信教育事務所として、子ども
たちの豊かな学びを支える先生方に、引き続き、伴走させていただきます。

人とつながり、思いがつながる～初任研プログレス研修～

２年次プログレス研修 １月15日

１年次プログレス研修 １月27日

お互いの実践を語り合う

初任者の先生方が、１年間の実践を振り返り、「自己課題への取組と子どもの育ち」について
まとめたレポートを持ち寄りました。レポートをもとに、仲間と語り合う中で、子どもの育ちを
通して思いをつなぎ、来年度に向けた自己課題を明確にする姿が見られました。

研修の最後には、令和８年度の初任者に宛てたメッセージを考えました。語り合った仲間と考
えたメッセージは、試行錯誤を重ねながら、がんばってきた自分へのメッセージのようにも感じ
ました。２年次研修となる来年度の１年間でも、子どもたちと思いをつなぎ、すてきな実践を積
み重ねてくださることと思います。

＜基礎形成期の充実に向かう先生方の声＞

＜初任研２年目に向かう先生方の声＞

・何をもって「協働的な学び」とするのかについて、悩んでい
るのは私も同じ。実践を聞いて、自分とは違う立場の人の話
を聞くことも協働のきっかけになるのかなと思えた。勤務地
や校種は違っても、同じ思いで授業づくりをしているんだな
と思った。

・子どもの「やりたい」を大切にしているという話を聞いて、
教師の役割は何か、子どもの「やりたい」を自分は大切にし
ているのか、自身の日常を振り返ることができた。次への課
題にしていきたい。

・約１年前に「不安だよ、どうしたらいいかな」と話していた班で再会し
て、「今の私のクラスは、これができるすてきなクラス」と話すことが
できました。１年間の自分の成長だけでなく、仲間の成長も感じること
ができ、うれしかったです。

・学習問題を子どもの声からすえるということが、自分の課題でした。同
じような悩みをもっている先生や実践をされた先生のお話を聞き、今後
に向けてよいアイデアをいただけました。

・来年度は、めりはりを大切にして、子どもが主体的に学べる授業を考え
たいです。「分からない」に寄り添う支援を大切にします。

・教員として、少しでも、子どもたちの支えになれるように、これからも
学び続ける姿勢を保って、精進していきたいと思います。

ご意見・ご感想はこちら↑
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